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根室市の教育は、平成２７年度に策定した第９期根室市総合計画に基づき、市民一

人ひとりが生涯を通じて学び、活躍し、住み慣れた故郷の豊かさを実感できるまちづ

くりを目指すとともに、「子どもたちが「社会を生きる力」を育む教育活動

の充実」並びに、「市民みんなが学び、高め合える生涯学習の振興」基本と

して、教育行政を推進してまいります。

１．持続可能な社会の創り手を育てる学校教育の充実

新型コロナウイルス感染症の拡大により、学びの在り方を含めた社会の在り方が

大きく変わる中、学校の教育課程において、一人ひとりの児童生徒が、自分の良さ

や可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、協働し

ながら、様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の

創り手へとなることができるよう、知識及び技能や思考力・判断力・表現力等、学

びに向かう力・人間性等の資質・能力を育成することが求められております。

【主な取組】

○ 学力向上に向け、校長・教頭・教諭の代表と教育委員会で組織する「学力向上プ

ロジェクト推進会議」を継続開催し、学力先進地視察等による授業改善の提言を全

校で実践するとともに、北海道教育委員会の委託事業などを積極的に取り入れた授

業改善により、児童生徒に対する指導方法をさらに工夫・充実させ、市全体の学力

向上につなげて参ります。

教育行政推進の基本姿勢
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〇 国や北海道からの教員加配に加え、市街地地区中学校への市独自加配や学力向上

等補助教員の確保に努め、個に応じたきめ細かな学習指導を進めて参ります。

〇 新入学児童の小学校生活の円滑なスタートを図るため「スタートカリキュラム」

を全小学校で実施するとともに、「子育てファイル"りんくす・ねむろ"」を活用し

た効果的な引継ぎなど、幼稚園・保育所と小学校との連携を進めて参ります。

○ 市内教職員による研修組織「根室市学校連携教育研究会」を通じ、幼保小中高の

連携を強化することにより、市全体の教育課題解決に向けた取組の充実を図って参

ります。

○ 市内唯一の高校である根室高校には「北海道根室高等学校教育振興会」を通じ、

高校生へのパソコン貸与や資格取得の支援、教員の研修事業の連携等に加え、高校

で新年度から実施される新学習指導要領の「総合的な探究の時間」で展開される地

域巡検や外部講師活用等の教育活動への支援を拡充して参ります。

○ 特別な支援を必要とする児童生徒の学習活動への支援については、引き続き特別

支援教育支援員や介助業務員を配置するとともに、放課後教室等指導員による学習

サポートを継続し、早期支援の充実を図ります。

〇 花咲港小学校校舎への道立特別支援学校の分校・分教室誘致に向け、北海道教育

委員会と協議を進めるとともに、インクルーシブ教育を主とする包括的な教育スタ

イルの学校について調査・研究を進めて参ります。

○ ＩＣＴ機器の学校教育での活用など教育の情報化については、ＧＩＧＡスクール

構想により全児童生徒及び教員に配備したタブレット端末を最大限に活用した授

業改善、対面指導とＩＣＴによるオンライン教育を組み合わせたハイブリット型の
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新たな教育実践を進化させるため、教員の活用能力の向上や子どもたちのネットモ

ラル教育、ＩＣＴ機器の更新等について教員研修の充実を図り、「令和の日本型学

校教育」が目指す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向けて取り組ん

で参ります。

○ タブレット端末を活用し、不登校等の児童生徒に対する学びの保障に努めるなど、

きめ細かな支援や対応を図って参ります。

○ 道徳科を 要 として、子どもたちが自らの生き方を主体的に考え、行動し、自立
かなめ

した社会人として成長していくための基礎となる道徳性の涵養に努めて参ります。

○ 子どもたちがいじめについて考え、行動する力を育むため、根室高校とも連携し

ながら、小中学校等の児童生徒代表が参加する「子ども会議」を開催し、いじめは

誰にも起こり得る問題であるとの認識を高め、望ましい人間関係の形成に努めて参

ります。

○ 長引くコロナ禍で制限された生活に起因する子どもたちの対人関係のトラブル

やいじめ問題などに迅速に対応するため、市独自のカウンセリング体制の整備を図

って参ります。

○ 学校の教育活動全体を通じてジェンダー平等への理解を促し、一人ひとりの児童

生徒が、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し合える教育を進めて参ります。

〇 「生活リズムチェックシート」を活用して、各家庭でゲーム機や携帯などの電源

を切る時間を決める「スイッチオフ２２」等の活動を全市的に展開し、基本的な生

活習慣の確立を図るとともに、子どもたちがトラブルの被害者や加害者にならない

よう、ネット利用に関する家庭のルールづくりを促進して参ります。
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〇 コロナ禍で家庭で過ごす時間が長くなったことにより子どもたちの体力低下が

みられることから、感染対策に配慮しながら、スポーツや遊びを通じた体力向上機

会の創出に取り組んで参ります。

○ ふるさと学習については、北方領土返還要求運動原点の地として、北方領土に対

する教育をより一層推進するとともに、自然、歴史、産業など、地域のもつ魅力や

特性について学ぶ機会の拡充に努め、郷土ねむろを愛する教育を実践して参ります。

○ 防災教育については、市長部局や地域と連携し、発生の確率が高いとされる千島

海溝沿いの巨大地震と大津波をはじめ高潮や暴風雪などから、子どもたちが自らを

守るために必要となる知識や能力等が身に付くよう、一層の充実に努めて参ります。

２．社会構造の変化の中で持続的で魅力ある

学校教育を実現する教育環境の充実

当市の将来を担う子どもたちが、安心して充実した学校生活を送ることができる

よう、引き続き、児童生徒数の推移を見据えた学校の適正配置や多様化する教育ニ

ーズ等に対応した教育環境の整備と教育機能の維持向上を図っていくことが重要

です。

【主な取組】

○ 落石地区の小中学校併置校化に向けた小学校校舎・体育館の改修及び中学校校舎

の移転・改築のための実施設計を行いつつ、未耐震の課題を解消して参ります。
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○ 子どもたちの学校生活にかかわりの深い施設の重点的な改修に加え、学校体育館

のバスケットゴールや照明器具など吊物の落下防止対策を進め、安心・安全に学ぶ

ことのできる学校環境の整備に取り組んで参ります。

〇 学校と地域が一体となって子どもたちの成長を支える「コミュニティ・スクール」

を全ての小中学校等に導入するため、本制度に造詣の深いコミュニティ・スクール

アドバイザーを委嘱し、円滑な導入と運営の活性化を目指します。

○ 当市の将来的な学校給食のあり方について、学校、保護者、給食協会等で組織す

る「（仮称）根室市学校給食検討委員会」を設置し、調査・検討を進めて参ります。

○ 児童生徒の学校給食費の無償化を継続するとともに、食育の一環として地場産食

材への理解を深める「ふるさと給食」を引き続き実施いたします。

○ 全国的に教員の確保が困難となってきていることから、当市の「学校における働

き方改革のための業務改善計画」に基づき、校長会と連携して全ての学校において、

校務支援システムにより教職員在校等時間を客観的に把握・管理するとともに、保

護者や地域の方々の理解を得ながら教職員の在校等時間の縮減を図るなど、教員の

働き方改革を着実に進めて参ります。

３．社会教育・生涯学習活動の充実と文化・スポーツの振興

子どもたちの豊かな感性や情操を育成するためには、あらゆる年代の人々との交

流や様々な体験を得られる環境づくりが求められることから、地域コミュニティが

中心となり、地域で子どもを育てる社会教育の充実を図ることが大切です。

また、全ての市民が心豊かで健康な生活を送るためには、文化・スポーツや地域
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の歴史に親しみながら、生涯を通じて積極的に学び、その成果を生かせる環境づく

りが大切であると考えており、市民一人ひとりの可能性を引き出すための機会づく

りとなるような事業展開を工夫するなど、生涯学習活動の充実に努める必要があり

ます。

【主な取組】

○ 教育委員会事務局職員で横断的に構成するワーキンググループにより動画等の

コンテンツを作成し、根室の素材を活用した学習教材づくりに引き続き取り組んで

参ります。

○ 人口減少や価値観の多様化など社会環境が変化する中で、住民同士が「つどう」

「まなぶ」「むすぶ」機会づくりとなる学習活動をより活性化させ、住民のニーズ

を捉えた事業展開を図って参ります。

○ コロナ禍の現状を踏まえ、オンラインとオフラインの併用による講座開設など市

民の学びを確保しながら、自主的・主体的な参画を後押しして参ります。

〇 本年、創立３０周年を迎える「根室市総合文化会館事業協会」と連携し、節目と

なる舞台芸術鑑賞機会の充実を図るとともに、「根室市文化協会」等との協働によ

る市民の芸術文化活動の発展・支援に努めて参ります。

〇 総合文化会館の施設整備として、大ホール客席照明のＬＥＤ化や小ホールの舞台

吊物機構改修などを計画的に進めるほか、当市出身の偉大な作曲家飯田三郎氏の功

績をさらに広く公開展示するため、現在図書館に開設しております「飯田三郎資料

展示室」を総合文化会館喫茶コーナーに移転します。

〇 本年は飯田三郎氏の生誕百十年にあたることから、市内外の音楽関係者の協力を
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得ながら「ふるさとの作曲家 飯田三郎生誕百十年記念音楽会」を開催します。

○ 子どもたちの社会教育関係事業への主体的な参加を奨励する「ねむろわんぱくチ

ャレンジ」について、様々な経験を通して学び人間性豊かに成長していけるよう内

容を一新し、さらなる参加促進を図ります。

○ 青少年の健全な育成のため、「青少年相談室」と「ふれあいくらぶ弥生」を移転

し、新たなカウンセリングスペースを確保して相談環境の充実を図るとともに、地

域住民や学校、関係団体などと協働しながら、青少年活動リーダーの養成に取り組

んで参ります。

○ 放課後教室等につきましては、感染拡大防止対策を徹底しながら、子どもたちが

安心・安全に多様な体験・活動を行うことができる居場所づくりを目指して参りま

す。

〇 文化・スポーツにおける児童生徒の活躍を後押しする「みらいのアスリート・ア

ーティスト応援事業」を継続し、各種大会への参加助成に加え、トップアスリート・

アーティストとの交流など、日本や世界での活躍を目指す子どもたちの可能性を引

き出す事業を展開して参ります。

○ 史跡の活用については、アイヌ文化の金属製品について保存処理を行い、資料の

継承や活用を図るほか、市内遺跡の発掘調査成果に基づく、アイヌ民族の家屋復元

模型の製作やチャシ跡の３次元測量を通して遺跡の可視化に取り組んで参ります。

○ 日本遺産につきましては、管内１市３町で構成する「鮭の聖地メナシネットワー

ク」において、構成文化財のサイン整備や動画制作に取り組むほか、企業版ふるさ

と納税による寄附を活用し、北構保男氏寄贈のオホーツク文化資料のレプリカを製
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作するなど日本遺産のプロモーションに資する事業に取り組んで参ります。

○ 根室半島の湿原群は、環境省が指定する「日本の重要湿地５００」に選定され、

中でも歯舞湿原は、日本で唯一の低標高で形成されたブランケット型泥炭地という

稀少かつ特異な自然環境・景観であり、生物多様性保全においても重要な場所であ

ることから、専門家のアドバイスをいただきながら保存と活用に向けた計画策定

や、市の天然記念物の指定に向けた準備を進めて参ります。

○ 図書館については、安心して利用できる環境や蔵書の整備・充実を図りながら市

民に読書の楽しみを広げるとともに、図書館ボランティアをはじめとした各協力団

体とも連携し、新たに絵本のヒーローショーを取り入れた「ねむろっこ図書館フェ

スティバル」を開催するとともに「子どもブックライフ応援事業」を継続展開する

など、乳幼児から学童期まで途切れなく、子どもたちが多くの本と出会う環境を充

実させ、学習はもとより様々な交流が広がるよう支援して参ります。

〇 スポーツの振興につきましては、「市民一人１スポーツ」を目指し、市営球場や

総合運動公園スケートリンクをはじめとする社会体育施設の環境整備を進めると

ともに、障がい者スポーツの普及や指導者育成に努めて参ります。

〇 「最東端ねむろシーサイドマラソン」につきましては、市民の健康増進や体力の

向上、全国から当市を訪れるランナーとの交流や地域振興、さらには北方領土問題

啓発にも資する大会として開催できるよう努めて参ります。

〇 総合体育館の建設については、整備基本方針に基づき、今後の基本構想策定に向

けた調査・研究を進めて参ります。


